
1 県の取組について

県の公開データ利活用の実績

ESRIジャパン（株）が提供する、地域情報を知る・探すためのアプリケーション
『G-motty地域情報カタログサイト』（図１）及びスマートフォンアプリ『G-motty Mobile』
（図２）において、県の提供する「文化資産等」、「句碑」のデータが活用されています。

「三重県オープンデータライブラリ」開設 （平成27年2月）

【カテゴリ】
「防災・災害」、「健康・保健・医療・福祉」、「産業・商工業」、「文化・教育・観光」、「環境」、「法令・土地」、「統計」、「施設情報」等

【データセット数】
７２データセット（令和元年6月1日現在） ※開設当初 31データセット

３図１ G-motty地域情報カタログサイト 図２ G-motty Mobile



４

オープンデータライブラリ
トップページ
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個別データ一覧
（カテゴリ別）

ページ下部リンク
「カテゴリ別オープンデータ」

「三重県オープンデータライブラリ」



3 県庁内各所属への依頼事項について

各所属がウェブサイトで公開しているデータについて、オープンデータ化の検討をお願いしています。
・幅広い利用や周知を促したいデータ
・県ウェブサイトのアクセスランキング上位に位置するデータ等、利用者のニーズの高いデータ

５

① オープンデータ化の検討

② 利用者からの要望への対応

データ利用者からデータ提供の要望があった際は、公開に向けて前向きな検討をお願いしています。
・県ウェブサイトに掲載されているがオープンデータ化されていないデータに関する要望
・他の都道府県等で公開されているデータについて、三重県版のデータ提供に関する要望

・公開を検討されるデータがありましたら、情報システム課にご相談いただければ、公開に向けた支援を行わ
せていただきます。

・グループウェアの電子ロッカーに、各所属が保有するデータをオープンデータとして公開するための技術的
指針として、「三重県オープンデータ作成要領」を掲載しています。
・機会判読性の低いデータ（pdf、画像データ等）であっても、オープンデータとして公開することは可能です。

各所属のデータについて、オープンデータ化の検討を幅広く依頼

【オープンデータ公開に向けての支援について】



４ オープンデータ作成要領



５ 参考：国内の利活用事例

６

１ 全国避難所データベース （提供者：電通・ゼンリンデータコム）

使用オープンデータ：地方自治体等が公開する避難所情報
内閣府と全国の自治体が公開している避難所情報に正確性・更新性・網羅性を付加してまとめている。
全国の登録避難所数約15万件。全国の自治体には周辺エリアを含め無償提供が行われている。

２ Night Street Advisor （提供者：明石工業高等専門学校 知的情報環境研究室）

使用オープンデータ：街路灯データ
地図上の経路情報に、街路灯情報を基に計算された夜道の明るさを重ねて表示するアプリ。
知らない街でも「どれくらい時間がかかるか」ではなく「いかに安心か」で経路を選択できる。

３ さっぽろ保育園マップ （提供者：Code for Sapporo パパママまっぷチーム）

使用オープンデータ：保育施設・国土数値・地図情報
保育園や幼稚園は管轄が厚労省、文科省、各自治体と異なるため、一元化された情報が得にくかった。
認可・認可外保育園や幼稚園が地図上に表示され、任意の点から一定距離にある施設も検索可能。

４ アグリノート （提供者：ウォーターセル（株））

使用オープンデータ：農林水産消費安全技術センター（FAMIC）農薬データベース
農薬・肥料データの参照には手間がかかり、作業記録の管理も手書きが多く労力が必要だった。
スマホから農業日誌・圃場管理が出来、農薬・肥料データを確認しながら使用記録の入力が可能。

５ カーリル （提供者：（株） カーリル）

使用オープンデータ：図書館蔵書データベース
現在地を登録しておくことで、近隣の図書館の蔵書・貸し出し状況を確認できる。
自治体が予算をかけずに使い勝手の良いサービスが制作され、図書館の利用促進につながった。



三重県雇用経済部における
オープンデータ活用の取組

１ オープンデータと産業振興

２ オープンガバメント推進協議会への参加

３ シビックテックとの連携

４ オープンデータを使ったイベントの開催

三重県雇用経済部
ものづくり・イノベーション課



１ オープンデータと産業振興

オープンデータは、行政機関等が保有する
データを機械判読に適した形式で、営利目的も
含めた二次利用が可能なルールで公開したもの
です。

公共データをオープンデータ化することで、
行政の透明性や県民サービスの向上のほか、他
のデータと組み合わせることによる新たなサー
ビスの創出などが期待されています。

１



２ オープンガバメント推進協議会への参加

三重県では、オープン
データの利活用等を推
進するため、平成２６
年度からオープンガバ
メント推進協議会に参
加しています。

オープンガバメント推進協議会

参加自治体

千葉市、奈良市、福岡市、武雄市、

室蘭市、大津市、郡山市、日南市、

浜松市、桑名市、三重県

オブザーバー参加自治体

流山市、つくば市、熊本市

２

（平成３０年度の公開シンポジウム）



３ シビックテックとの連携

３

(1) シビックテックとは？

テクノロジーを活用して
住民自身が社会や地域の課
題を解決しようという取組
です。

(2) 県内の活動主体

県内には、「Code For 
○○」がありません。

三重県では、現在、「Ｕ
ＤＣ三重」と連携した活動
を進めています。

2018年度のＵＤＣみえの活動
８月 キックオフイベント
10月 ワークショップ
11月 アイデアソン



４ オープンデータを使ったイベントの開催
県内の高等教育機関と協力して
若者向けイベントを実施

４

ＲＥＳＡＳは、産業構造
や人口動態、人の流れなど
官民ビッグデータを集約し、
可視化するシステムです。

経済産業省と内閣府によ
り提供されており、誰でも
利用できます。



以上が、三重県雇用経済部におけるオープン
データ活用の主な取組です。

今後もオープンデータを活用した産業振興の取
組を進めてまいりますので、皆さまのご協力をお
願いします。

ご清聴ありがとうございました。

５
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